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■長期財政計画プロジェクトの内容と進捗状況 

 

将来にわたって持続可能で健全な財政基盤を確立することを目指します。そのため、人口減

少対策などにより歳入の維持・確保を図るとともに、行財政改革を推進し、類似団体と比較し

て過大となっている人件費や施設運営経費などの歳出の削減・抑制を図ります。一方で、市民

生活の向上を進めるため、協働の視点により、行政とともに市民の力を生かして、サービスの

充実を図ります。さらには、財政状況に関する分かりやすい情報提供を行い、財政に対する市

民の関心を高め、共通理解を得ていきます。 
 

長期財政計画の目標（めざそう値） 

成果指標（めざそう値） H24 実績 Ｈ27 Ｈ32（参考値） 

予算規模（一般会計当初予算） 264.8 億円 271.4 億円 218.0 億円 

年度末市債残高（普通会計） 

（うち市の実質負担額） 

368.7 億円 

（90.7 億円） 

351.8 億円 

（86.6 億円） 

302.0 億円 

（74.3 億円） 

経常収支比率 83.4％ 84.2％ 90％台前半 

実質公債費比率（ｎ-1）* 11.0％ 11.9％ 15.0％ 

 *（ｎ-1）は前年度を表す。 ※長期財政計画は毎年見直しをしております。 

 

【めざそう値の達成状況】 

【一般会計当初予算規模（億円）】 【普通会計の年度末市債残高（億円）】 
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※実績値は<ｎ-1> 
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歳入の維持・確保 持続可能な財政基盤の確立重点戦略 

１ 
持続可能で健全な財政基盤を確立するため、歳入の維持・確保を図ります。

 
１）人口減少対策の推進 ＜主な取り組み＞ 

歳入の維持・確保で一番大事なことは、人口減少対策の

推進です。少子化対策や健康寿命の延伸対策をはじめ、ま

ちの魅力づくりや雇用対策、移住・定住の促進など総合的

な人口減少対策を推進し、過度な人口減少を抑制します。

 

■ 少子化対策 

■ 健康寿命の延伸対策 

■ 魅力づくり対策 

■ 雇用対策 

■ 移住・定住対策 

【進捗状況】 

【総人口（人）】                  【合計特殊出生率（％）】 
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【自然動態(人)】                 【社会動態(人)】 
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※出生・死亡に伴う人口の動き          ※転入・転出に伴う人口の動き 

 

■少子化対策 

 ・結婚支援として、毎月の結婚相談、3回のカップリングパーティーを実施。（委託事業） 

 ・特定不妊治療の助成は 27 件の補助を行い、7人が妊娠されました。 

■健康寿命の延伸対策 

 ・いきいきヘルシープラン２を策定し、これまでどおり生活習慣病の予防に重点を置くともに、

合併症の発症や病状進展など重症化予防も重視した取り組みを行っていきます。 

※15 歳から 49 歳の女性の、年齢別出生率を合
計した指標。一人の女性が平均して一生の間
に何人の子供を産むかを表す。 
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■魅力づくり対策 

 ・社会資本整備総合交付金事業による施設整備（明智町まちなみ修景整備、岩村町駅前広場整

備・街並み景観整備、山岡町ヘルシーハウス再整備など） 

 ・恵那市景観条例を施行し、建物の建築のほか、一定規模以上の開発などについて届出を義務

づけし、建物の色彩や高さなどについても景観に配慮した取り組みを進めます。 

■雇用対策 

 ・企業誘致（恵那テクノパーク）の推進（1区画） 

 ・市内高校のＨ25.3 卒業生 507 人の就職者数 146 人（就職率 28.8％）中、市内就職者数 62 人

（市内就職率 42.4％） 

■移住・定住対策 

・定住奨励金事業（35 件・111 人） 

・空き家情報の提供（27 件相談・16 件契約） 

・移住セミナーの開催（延べ 7回開催・56 組 80 件の相談実績） 

 ・田舎体験ツアーの開催（延べ 5回開催・70 名参加） 

 ・ふるさと魅力づくり事業として、ふるさと活性化協力隊 6名を雇用 

・飯地町で 3戸の定住促進住宅を建設し、2世帯が市外から入居されました。 

  

２）財源の確保 ＜主な取り組み＞ 

企業誘致など産業振興を推進し、就業場所を創出すると

ともに、将来にわたって安定した法人税や固定資産税など

の新たな財源の確保を図ります。また、使用料・手数料の

見直しや、寄附金の拡大、市税など収納率の向上などによ

り、確実な財源の確保を図ります。 

 

■ 第 3 期恵那テクノパークなど

への企業誘致活動の推進 

■ ふるさと納税制度の推進 

■ 収納対策事業 

 

【進捗状況】 

■第 3期恵那テクノパークなどへの企業誘致活動の推進 

 ・残り 1区画の分譲に向けて企業訪問や展示会などでＰＲ活動をしたが契約には至らず。 

■ふるさと納税制度の推進 

 ・5 件 215 万 5 千円の寄附 

■収納対策事業 

 ・差し押さえの実施（預貯金、給与、生命保険、不動産で 516 件 3,046 万円） 

 ・休日、夜間の納付相談の実施 

 ・全庁体制での臨戸訪問による滞納整理 

 ・市民税、固定資産税の納税通知書（納付書）のコンビニ収納へ向けたシステム、帳票等の準

備（H25 開始） 

・ 水道停止の実施（水道停止実施件数 92 件 87 万円） 

■広告収入の確保 

 ・恵那市広告掲載取扱要綱の制定し、広告募集を行い、市の封筒 6件、ウェブサイト 1件を掲

載し、合計で 366,400 円の広告収入を得た。 
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３）有利な地方債の活用 ＜主な取り組み＞ 

過疎対策事業債、平成 31 年度まで活用できる合併特例

事業債など、有利な地方債を活用し、市の将来の負担を減

らします。 

 

■ 有利な地方債の活用 

【進捗状況】 

■有利な地方債の活用 

・有利な地方債として、過疎対策事業債（充当率 100％、交付税措置率 70％）、合併特例債充

当率（充当率 95％、交付税措置率 70％）を活用しております。 

H24 年度借入事業  

  ○過疎債関係（15 事業 1 億 5,850 万円） 

  ○合併特例債関係（42 事業 16 億 5,490 万円） 

 

 

歳出の抑制・削減と効率化 無駄のない財政運営重点戦略 

２ 
行財政改革を推進し、無駄のない財政運営を行います。 

 

１）人件費・職員定数の適正化 ＜主な取り組み＞ 

 目標・目的に応じた組織機構の見直し、人事制度の改善

などにより、計画的に人件費・職員定数の適正化を進め、

無駄をなくし、効率的に事務事業を推進します。 

 

■ 効率的な組織機構の構築 

【進捗状況】 

■人件費・職員定数の適正化 

・人件費は H23 年度対比で 1億 1,740 万円の削減。（15 人減） 

・職員数は H24 年 4 月 1 日現在が 773 人（目標は 790 人） 

・職員数は H25 年 4 月 1 日現在が 769 人（H27 目標であった 767 人が達成目前となったため、

新たに定員適正化計画を策定予定。） 

■効率的な組織機構の構築 

 ・第 2 次恵那市定員適正化計画に基づき組織機構の見直しを実施。H25 年度組織機構見直しの

主なものとしては、中央リニア新幹線を生かしたまちづくりに対応するために、「リニアま

ちづくり課」を新設しました。 

 

２）公共施設の統廃合、管理運営費の削減等 ＜主な取り組み＞ 

公共施設の運営方法について再度見直しを行い、運営形

態の改善などにより、維持管理経費を削減します。また、

特に類似施設の統合や廃止など見直しを行います。 

 

■ 指定管理者制度の導入、施設の

統廃合、転用の推進など 

【進捗状況】 

■指定管理者制度の導入、施設の統廃合、転用の推進など 

・指定管理者制度の導入・・・長島保育園（Ｈ24.4）、恵那市根の上高原国民休養地、串原郷
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土館の 2施設（Ｈ25.4） 

 ・施設の移譲・・・山岡ひまわり会館、山岡さくら会館、藤多目的研修センター、公孫樹会館

（山岡）、山岡農村広場、山岡上山田コミュニティセンター、串原穀物乾燥調整施設（Ｈ24）

 ・施設の統合・・・佐々良木保育園を野井保育園に統合し、「みさと保育園」として開園（H24.4）

吉田小学校を明智小学校に統合する方針決定（Ｈ26.4 統合予定） 

 
３）その他行財政改革の推進 ＜主な取り組み＞ 

その他、補助金の適正化と見直し、事務の効率化や事務

事業の廃止、統合などにより経費を削減します。 

また、市有財産の転用や売却など、資産の有効活用を図

ります。 

 

■ 補助金の適正化 

■ 行政評価制度の充実 

■ 市有財産の有効活用 

【進捗状況】 

■補助金の適正化（市単独補助金） 

 ・「補助金の適正化指針（H21 策定）」に基づき、補助金の適正化を進めている。 

 平成 24 年度の削減効果額は 7,350 万円。 

■行政評価制度の充実 

 ・市民評価委員会を 10 名の委員で、12 事業の評価を実施。提言書をまとめ、評価結果はＨ25

の予算等に反映した。 

■市有財産の有効活用 

 ・市有財産の有効活用を図るため、市有財産の有効活用に関する基本方針（素案）を策定した。

       

 

 

協働による市民サービスの充実 市民の力を生かす重点戦略 

３ 
持続可能な財政を目指し、市民と行政が共に力を合わせる仕組みを推進します。

 

１）協働による市民サービスの充実 ＜主な取り組み＞ 

これまで行政が提供してきた市民サービスのあり方を

検証し、身近なサービスなどについては、地域や市民、市

民活動団体などと協力・補完し合い、市民の力を生かすこ

とで、サービスの充実に努めます。 

■ 市民提案型・行政提案型協働事

業の推進 

■ 市民活動団体（ＮＰＯ法人、ま

ちづくり団体など）への事業機

会の創出 

■ 地域への責任、権限、予算の移

譲の推進 

【進捗状況】 
■市民提案型・行政提案型協働事業の推進 
 ・市民提案型協働事業は「婚活イベント」など 3事業を実施。 

 ・行政提案型協働事業で「防災教育の実践研究みんなで学ぼう」など 2事業を実施。 
■市民活動団体（ＮＰＯ法人、まちづくり団体など）への事業機会の創出 
 ・まちづくり市民活動推進助成事業として恵那の次米みのりまつり実行委員会等 11 団体へ助

成を行った。 

■地域への責任、権限、予算の移譲の推進 
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 ・地域自治区地域協議会連絡会議、自治連合同プロジェクト会議などで地域自治区制度等につ

いて議論を行っている。地域づくり補助金の成果については全市統一的な検証方法を検討し

ている。 

 
２）職員の意識改革・資質向上 ＜主な取り組み＞ 

市職員一人一人が行財政運営や協働のまちづくりに対

する高い意識と意欲を持ち、地域や市民と協働して取り組

む体制や仕組みを充実します。 

 

■ 職員の協働に対する意識改革と

資質向上 

【進捗状況】 

■職員の協働に対する意識改革と資質向上 

 ・恵那市自治連・地域自治区地域協議会と振興事務所職員による合同研修会を開催。 

 ・毎月の定例庁議で周知される各地域のイベントなどに対して、職員の積極的な参加を促して

いる。 

 

 

財政に対する市民の関心を高める 情報提供の充実重点戦略 

４ 
財政に対する市民の関心を高め、共通理解を得ていきます。 

 
１）市民との財政情報の共有 ＜主な取り組み＞ 

市ホームページや情報公開コーナー、広報紙や地域懇談

会などを活用し、財政に関する分かりやすい情報を提供

し、財政の状況や見通しについて市民と情報を共有しま

す。また、身近にできる市財政への貢献方法を紹介し、広

めていきます。 

 

■ 市ＨＰ、広報紙、ケーブルテレ

ビ、地域懇談会などの活用によ

る情報提供 

■ 身近にできる市財政への貢献方

法の紹介 

【進捗状況】 

■市ＨＰ、広報紙、ケーブルテレビ、地域懇談会などの活用による情報提供 

 ・市の財政を広く市民の皆さんに知っていただくために、広報えなに予算など市の 

  財政情報を掲載。当初予算（4/1 号）、H23 年度下半期の財政状況（7/15 号）、 

  H23 年度市の決算概要（11/1 号）    

 ・市ホームページで各種財政情報を公表（http://www.city.ena.lg.jp/） 

 

 

２）財政計画の見直しと公表 ＜主な取り組み＞ 

毎年度の決算や制度改正などを踏まえ、毎年財政計画を

見直し、その内容について、広く市民への周知に努めます。
■ 財政計画の見直しと公表 

【進捗状況】 

■財政計画の見直しと公表 

 ・昨年度策定した長期財政計画を見直し中で、12 月の公表を予定している。  
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H
2
4
（

昨
年

度
）

長
期

財
政

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

提
言

○
行

財
政

改
革

審
議

会

部
会

か
ら

の
提

言
担

当
課

名
対
応
状
況
等
（
2
5
年

度
予
算
へ
の
反
映
状
況
、
2
4
年
度
に
行
っ
た
取
り
組
み
、
2
5
年
度
の
取
り
組
み
予
定
に
つ
い
て
）

[
歳

入
の

維
持

確
保

]
<
人

口
減

少
対

策
の

推
進

>
・

子
ど

も
を

産
む

こ
と

を
促

進
す

る
よ

う
な

、
助

成
金

を
出

し
た

り
、

乳
幼

児
の

保
育

を
民

間
で

も
や

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
だ

。
そ

う
い

う
対

策
を

、
過

疎
債

や
合

併
特

例
債

を
う

ま
く

柔
軟

に
活

用
で

き
な

い
か

。
（

フ
ラ

ン
ス

が
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

の
総

合
的

な
施

策
で

成
功

し
て

い
る

）

子
育

て
支

援
課

（
健

康
推

進
課

・
ふ

る
さ

と
活

力
推

進
室

）

・
乳

幼
児

保
育

に
つ

い
て

は
、

公
立

の
保

育
園

以
外

で
も

、
市

内
２

つ
の

社
会

福
祉

法
人

が
運

営
す

る
保

育
園

で
、

受
け

入
れ

て
い

ま
す

。
（

子
育

て
支

援
課

）

・
結

婚
対

策
に

つ
い

て
、

各
地

域
が

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

婚
活

パ
ー

テ
ィ

ー
を

企
画

・
実

施
す

る
よ

う
に

し
て

は
ど

う
か

。
(
モ

デ
ル

例
：

三
郷

町
の

婚
活

パ
ー

テ
ィ

ー
）

ふ
る

さ
と

活
力

推
進

室

[
平

成
2
4
年

度
の

結
果

]
・

「
結

婚
対

策
イ

ベ
ン

ト
補

助
金

事
業

」
を

実
施

。
３

団
体

で
実

施
し

ま
し

た
。

[
平

成
2
5
年

度
の

計
画

]
・

平
成

2
4
年

度
と

同
様

、
団

体
数

を
拡

充
し

実
施

予
定

で
す

。

・
空

き
家

情
報

の
発

信
方

法
に

つ
い

て
、

移
住

希
望

者
が

自
分

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

物
件

が
簡

単
に

探
せ

る
よ

う
な

方
法

を
考

え
て

欲
し

い
。

ふ
る

さ
と

活
力

推
進

室

[
平

成
2
4
年

度
の

結
果

]
・

移
住

定
住

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

充
実

し
ま

し
た

。
空

き
家

バ
ン

ク
の

物
件

紹
介

も
詳

し
く

掲
載

し
て

い
ま

す
。

[
平

成
2
5
年

度
の

計
画

]
・

恵
那

市
の

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

や
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

物
件

を
紹

介
す

る
予

定
で

す
。

・
空

き
家

対
策

事
業

に
つ

い
て

、
人

口
増

対
策

だ
け

で
な

く
防

犯
な

ど
総

合
的

に
で

き
る

よ
う

、
市

役
所

の
中

に
課

を
設

け
た

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

作
る

な
ど

で
き

な
い

か
。

⇒
関

連
施

策
「

2
-
4
災

害
に

強
く

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

」

総
務

課
（

ふ
る

さ
と

活
力

推
進

室
・

防
災

情
報

課
）

・
空

き
家

対
策

事
業

に
つ

い
て

は
ふ

る
さ

と
活

力
推

進
室

で
対

応
し

て
お

り
、

防
災

な
ど

に
対

す
る

危
機

管
理

体
制

強
化

で
は

、
昨

年
７

月
か

ら
次

長
職

に
危

機
管

理
を

担
当

と
さ

せ
る

と
と

も
に

、
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
の

協
力

と
各

振
興

事
務

所
の

課
長

職
に

防
災

対
策

を
担

当
さ

せ
る

こ
と

を
明

確
に

し
、

地
域

の
防

災
力

の
強

化
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

[
歳

入
の

維
持

確
保

]
<
財

源
の

確
保

>
・

H
2
3
年

度
の

提
言

に
あ

る
財

産
区

資
産

の
運

用
に

つ
い

て
、

財
産

区
は

自
治

体
と

別
格

の
管

理
体

制
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

の
は

そ
の

通
り

だ
が

、
例

え
ば

、
財

産
区

の
木

材
を

売
っ

て
小

学
校

を
建

て
た

り
公

民
館

を
建

て
た

り
は

何
十

年
も

や
っ

て
き

て
い

る
。

そ
う

い
う

意
味

で
の

資
産

運
用

は
考

え
て

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

・
地

方
自

治
法

第
２

９
６

条
の

５
の

規
定

よ
り

、
１

．
財

産
区

住
民

の
福

祉
増

進
す

る
こ

と
｡
２

．
財

産
区

設
置

の
趣

旨
に

逸
脱

し
な

い
こ

と
｡
３

．
市

と
の

一
体

性
を

損
な

わ
な

い
こ

と
｡
を

遵
守

し
､
財

産
区

議
会

な
ど

で
議

決
す

れ
ば

､
財

産
区

の
資

産
は

市
へ

の
繰

入
金

と
し

て
運

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

[
歳

出
の

抑
制

・
削

減
と

効
率

化
]
<
人

件
費

・
職

員
定

数
の

適
正

化
>

・
仕

事
の

棚
卸

し
が

で
き

る
人

、
自

分
で

で
き

る
人

を
育

て
る

の
が

本
来

の
意

識
改

革
で

あ
る

。
（

民
間

で
の

取
り

組
み

例
：

各
自

が
行

う
1
ヵ

月
間

の
仕

事
に

つ
い

て
、

継
続

続
行

（
○

）
、

修
正

続
行

（
△

）
、

や
め

る
（

×
）

で
棚

卸
し

を
し

た
結

果
、

3
人

分
の

仕
事

を
削

減
で

き
た

。
）

総
務

課

・
地

方
の

こ
と

は
地

方
が

決
め

る
、

「
国

か
ら

地
方

へ
」

の
改

革
が

進
む

こ
と

に
よ

り
、

市
で

は
自

ら
の

判
断

と
責

任
に

お
い

て
地

域
の

諸
問

題
に

取
り

組
む

た
め

、
幅

広
い

知
識

や
教

養
、

政
策

形
成

能
力

や
実

行
力

を
養

い
効

率
的

な
行

政
運

営
を

行
う

た
め

の
経

営
感

覚
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

一
層

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

職
員

の
意

識
改

革
と

時
代

の
変

化
に

対
応

す
る

人
材

の
育

成
を

積
極

的
に

推
進

し
、

歳
出

の
抑

制
・

削
減

と
効

率
化

を
図

り
ま

す
。

[
歳

出
の

抑
制

・
削

減
と

効
率

化
]
<
公

共
施

設
の

統
廃

合
、

管
理

運
営

費
の

削
減

等
>

・
公

共
施

設
の

更
新

し
て

い
く

べ
き

年
次

表
な

ど
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
を

立
て

、
1
つ

の
施

設
を

1
機

能
で

更
新

し
て

も
仕

方
な

い
の

で
、

3
つ

の
機

能
を

1
つ

に
す

る
な

ど
施

設
を

複
合

施
設

化
も

し
く

は
集

約
さ

せ
る

。
そ

の
た

め
に

は
縦

割
り

行
政

を
超

え
た

議
論

が
必

要
と

な
る

。

財
務

課
・

企
画

課

・
平

成
2
5
年

度
か

ら
公

共
施

設
な

ど
の

総
合

的
な

更
新

計
画

の
立

案
作

業
に

入
り

ま
す

。
建

築
物

だ
け

で
な

く
道

路
や

上
下

水
道

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
と

言
わ

れ
る

も
の

も
対

象
に

加
え

て
、

ど
う

い
う

計
画

を
立

て
て

い
く

の
か

か
ら

検
討

を
始

め
ま

す
。

こ
の

計
画

立
案

に
お

い
て

は
、

市
民

へ
の

公
共

サ
ー

ビ
ス

を
ど

の
程

度
確

保
す

る
の

か
も

影
響

し
て

き
ま

す
の

で
、

市
民

の
方

の
ご

意
見

も
聴

き
な

が
ら

計
画

立
案

・
策

定
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

・
予

算
計

上
額

：
4
,
0
0
0
千

円

[
歳

出
の

抑
制

・
削

減
と

効
率

化
]
<
そ

の
他

行
財

政
改

革
の

推
進

>
・

行
政

の
事

務
は

縦
割

り
で

行
わ

れ
非

効
率

な
部

分
が

あ
る

。
も

っ
と

行
政

組
織

の
横

の
連

携
と

見
直

し
を

行
え

ば
効

率
化

が
図

れ
る

。
｛

例
・

・
・

こ
ど

も
福

祉
医

療
費

助
成

事
業

に
つ

い
て

、
保

険
年

金
課

が
担

当
（

H
2
3
年

度
で

は
約

2
億

3
0
0
0
万

円
の

市
負

担
）

し
て

い
る

が
、

子
育

て
支

援
課

、
健

康
推

進
課

、
教

育
委

員
会

が
連

携
を

図
り

、
子

ど
も

の
健

康
や

病
気

予
防

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

、
健

康
指

導
な

ど
行

え
ば

市
負

担
分

は
抑

制
で

き
る

。
｝

総
務

課
（

す
べ

て
の

部
署

）

・
縦

割
り

の
弊

害
は

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

，
随

時
調

整
会

議
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

な
ど

で
協

議
・

情
報

交
換

を
実

施
し

，
部

局
間

の
横

断
的

な
対

応
に

努
め

て
い

ま
す

。

長 期 財 政 計 画 プ ロ ジ ェ ク ト
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H
2
4
（

昨
年

度
）

長
期

財
政

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

提
言

・
「

恵
那

市
メ

ー
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

」
で

の
情

報
提

供
方

法
に

つ
い

て
、

現
在

は
課

毎
に

ば
ら

ば
ら

に
送

信
さ

れ
る

が
、

各
課

の
情

報
を

ま
と

め
て

配
信

し
た

方
が

受
け

手
に

と
っ

て
良

い
。

企
画

課
・

恵
那

市
メ

ー
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

は
、

各
課

が
タ

イ
ム

リ
ー

に
情

報
を

発
信

す
る

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
た

め
、

必
ず

し
も

同
時

配
信

が
好

ま
し

い
と

は
考

え
て

い
ま

せ
ん

。

[
協

働
に

よ
る

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
]
<
職

員
の

意
識

改
革

・
資

質
向

上
>

・
施

設
の

集
約

化
を

行
う

こ
と

で
、

メ
リ

ッ
ト

、
デ

メ
リ

ッ
ト

が
出

て
く

る
が

、
集

約
化

に
よ

る
ロ

ッ
ト

を
生

か
し

た
住

民
サ

ー
ビ

ス
を

地
域

自
治

区
で

考
え

、
協

働
に

よ
る

新
た

な
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
例

え
ば

健
診

者
に

よ
る

健
診

、
買

い
物

サ
ー

ビ
ス

な
ど

）
を

考
え

て
は

ど
う

か
。

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

（
地

域
協

議
会

事
務

局
）

・
各

振
興

事
務

所
が

中
心

と
な

り
、

地
域

計
画

の
中

の
「

協
働

の
取

り
組

み
」

部
分

を
検

証
し

、
先

進
地

を
参

考
に

し
な

が
ら

次
期

の
地

域
計

画
作

成
に

向
け

て
地

域
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

協
議

し
ま

す
。

・
自

治
区

条
例

で
、

協
働

の
中

身
を

作
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
協

働
の

意
義

は
自

分
た

ち
の

生
活

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
あ

り
、

ど
の

よ
う

に
向

上
さ

せ
る

の
か

、
自

治
区

条
例

を
勉

強
し

活
用

す
る

と
い

う
発

想
が

必
要

だ
。

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

・
平

成
2
4
年

度
に

作
成

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
基

に
恵

那
市

市
民

大
学

恵
那

三
学

塾
で

の
講

座
を

始
め

、
地

域
協

議
会

委
員

や
職

員
を

対
象

に
し

た
研

修
会

を
実

施
し

ま
す

。

・
市

は
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
で

各
種

情
報

を
提

供
し

て
い

る
が

、
能

動
的

に
情

報
を

取
り

に
い

く
市

民
は

少
な

い
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
た

め
、

特
に

若
い

人
に

対
す

る
情

報
発

信
手

段
と

し
て

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

と
い

っ
た

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

・
サ

ー
ビ

ス
）

を
導

入
し

て
は

ど
う

か
。

企
画

課

・
行

政
機

関
の

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
や

ツ
イ

ッ
タ

ー
な

ど
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
、

運
用

す
る

こ
と

が
非

常
に

困
難

で
す

。
多

く
の

若
い

人
が

参
加

で
き

る
機

会
の

一
つ

と
は

思
わ

れ
ま

す
が

、
思

想
や

宗
教

、
事

実
無

根
の

書
き

込
み

へ
の

対
応

が
難

し
い

こ
と

や
、

市
の

立
場

と
し

て
、

常
に

す
ぐ

書
き

込
ん

だ
り

返
答

し
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

市
か

ら
の

発
信

の
み

の
利

用
の

仕
方

も
あ

り
ま

す
が

、
市

か
ら

発
信

と
し

て
は

、
現

在
紹

介
や

案
内

、
募

集
な

ど
を

Ｒ
Ｓ

Ｓ
（

更
新

情
報

を
自

動
的

に
受

け
取

る
こ

と
が

で
き

る
）

機
能

で
配

信
し

て
い

る
の

が
こ

れ
に

相
当

し
ま

す
。

・
職

員
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

、
中

津
川

市
で

は
係

長
以

下
の

若
手

職
員

が
集

ま
り

、
企

画
力

、
計

画
力

を
付

け
る

た
め

に
政

策
の

提
言

を
す

る
「

か
や

の
木

政
策

塾
」

を
行

っ
て

い
る

。
恵

那
市

で
も

若
手

職
員

が
課

の
垣

根
を

越
え

た
グ

ル
ー

プ
で

政
策

提
言

を
す

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
行

っ
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

今
後

は
中

津
川

市
や

瑞
浪

市
な

ど
と

の
広

域
で

の
取

り
組

み
も

必
要

で
あ

り
、

他
市

町
村

職
員

と
の

交
流

を
行

っ
て

は
ど

う
か

。

総
務

課

・
人

材
育

成
は

本
人

の
意

欲
，

主
体

性
が

あ
っ

て
は

じ
め

て
可

能
と

な
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

個
人

や
グ

ル
ー

プ
が

業
務

以
外

で
他

自
治

体
な

ど
の

調
査

を
行

う
自

主
研

修
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

ま
た

，
他

市
と

の
交

流
に

つ
い

て
は

，
各

課
及

び
係

で
相

談
や

意
見

交
換

を
随

時
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

[
財

政
に

対
す

る
]
<
職

員
の

意
識

改
革

・
資

質
向

上
>

・
市

民
の

大
半

は
情

報
を

待
っ

て
い

る
人

が
多

い
た

め
、

情
報

を
待

っ
て

い
る

人
に

も
れ

な
く

情
報

が
行

き
渡

る
よ

う
な

工
夫

を
考

え
た

方
が

良
い

。
例

え
ば

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

あ
る

情
報

を
夕

方
の

家
族

団
ら

ん
の

時
間

に
音

声
告

知
放

送
で

提
供

す
る

な
ど

。

企
画

課

・
市

か
ら

の
情

報
は

、
広

報
え

な
、

音
声

告
知

器
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
メ

ー
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

、
報

道
な

ど
で

市
民

に
伝

え
て

い
ま

す
。

効
果

的
な

方
法

で
情

報
を

伝
え

た
い

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
媒

体
で

長
所

短
所

が
あ

り
、

市
民

も
個

人
個

人
に

よ
っ

て
ど

の
方

法
が

良
い

か
の

考
え

が
異

な
り

ま
す

。
音

声
告

知
放

送
は

、
人

に
よ

っ
て

は
う

る
さ

い
と

感
じ

る
人

も
あ

り
、

多
用

で
き

な
い

の
が

現
実

で
す

。

[
財

政
に

対
す

る
市

民
の

関
心

を
高

め
る

]
<
財

政
計

画
の

見
直

し
と

公
表

>
・

長
期

財
政

計
画

の
公

表
方

法
に

つ
い

て
、

基
本

的
な

考
え

方
を

し
っ

か
り

示
し

て
欲

し
い

。
ま

た
、

概
要

に
、

2
4
年

か
ら

2
7
年

を
含

め
て

3
2
年

ま
で

の
流

れ
の

図
を

出
し

て
ほ

し
い

。
そ

う
す

る
と

よ
く

分
か

る
。

そ
れ

が
な

く
て

、
2
3
年

と
2
7
年

の
比

較
だ

っ
た

り
、

家
計

で
説

明
し

た
形

に
な

っ
て

い
て

も
、

い
ま

ひ
と

つ
ピ

ン
と

来
な

い
。

全
体

像
を

概
要

の
中

で
図

示
し

て
ほ

し
い

。

財
務

課

・
長

期
財

政
計

画
は

、
近

年
の

決
算

状
況

や
今

後
の

人
口

推
移

、
総

合
計

画
の

年
次

計
画

な
ど

か
ら

財
政

状
況

を
推

計
し

、
財

政
面

に
お

け
る

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
予

算
編

成
や

行
財

政
運

営
の

指
針

と
し

て
活

用
し

て
い

く
も

の
で

す
。

た
だ

し
、

地
方

財
政

を
取

り
巻

く
環

境
は

、
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

や
地

方
財

政
制

度
の

動
向

な
ど

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

毎
年

、
長

期
財

政
計

画
の

見
直

し
を

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
・

公
表

に
際

し
て

は
、

市
の

現
状

と
将

来
予

測
に

つ
い

て
分

か
り

易
さ

の
視

点
か

ら
工

夫
を

重
ね

て
ま

い
り

ま
す

。
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